暫定指導医の取り扱いについて
　
　このたびは、日本在宅医学会のプログラム申請をいただき、ありがとうございました。
在宅医療研修プログラムの暫定指導医に認定された方の制度上の取り扱いについて、ご連絡申し上げます。
　指導医制度は学会内の規定によります。日本在宅医学会認定専門医制度規定では、「指導医については、在宅医学会・在宅医療専門医を指導医とすること」と規定しており、本学会では専門医を取得すると同時に研修プログラムの指導医という学会内の資格を得ることになります。
ただし、「当面の間、専門医制度委員会が適格と認定した者に対し、幹事会の承認を経て、指導医とすることができる。本項の指導医の要件、申請方法等は細則で定める。」とし、細則では「5年以上の在宅医療の経験と教育経験について報告し、委員会で審査を行う」と規定しています。
今回、在宅医療専門医以外で認定した指導医を、「暫定指導医」と称します。暫定指導医の認定では、５年のうち３年はもっぱら在宅医療に従事していること（内規）を基本に、在宅医療全体の実績、在宅医療のとりくみの方向性、プログラムの内容などをについて議論し、総合的に判断させていただきました。
暫定指導医の制度上の取り扱いは以下のとおりですので、お知らせ致します。
１）　暫定指導医資格は申請したプログラムにごとの資格であり、申請したプログラムおいてのみ有効です。もし、異なったプログラムを申請する場合は、再度指導医申請を行う必要があります。
２）　暫定指導医の期限（規定にある当面の間の期間）は、2020年3月までとします。
2020年以降もプログラムの指導にあたる場合は、それまでの間に実践者コースで専門医を取得していただくことが必要になります。実践者コースの受験は、プログラムの受験資格とほぼ同じです。プログラムの研修者と異なる点は、症例60例（プログラムは30例）の一覧表が必要ということですが、プログラムの研修者と異なり過去症例の提出が可能です。
　＊　暫定指導医の方で、2009年度の経過措置対象者（2009年度で経過措置は終了）の方は、経過措置で専門医を取得することができます。経過措置での受験条件は、①学会加入歴（2005年度（2006年2月まで）までに学会に加入していること）、②３０題の設問書（自宅で回答する）、③10症例の詳細報告、④宣言書による書類審査になります。
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